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１
８
９
０
年
９
月
16
日
に
起
こ
っ
た

ト
ル
コ
軍
艦
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
遭

難
事
故
か
ら
１
３
０
年
。
亡
く
な
っ
た

将
士
に
哀
悼
の
意
を
表
し
、
日
本
と
ト

ル
コ
両
国
の
友
好
へ
の
誓
い
を
新
た
に

す
る
た
め
、
日
本
ト
ル
コ
友
好
１
３
０

周
年
事
業
と
し
て
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号

追
悼
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
事
業
は
当
初
、
日
本
と
ト
ル
コ
両

国
の
政
府
、
海
上
自
衛
隊
、
ト
ル
コ
共

和
国
海
軍
ほ
か
各
界
代
表
者
の
ご
列
席

に
よ
り
６
月
３
日
に
開
催
す
る
予
定
で

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
社
会
情
勢
を
考
慮
し
て
延
期
。

現
地
参
列
者
を
町
内
在
住
の
関
係
者
に

限
定
し
、
遭
難
事
故
が
発
生
し
た
９
月

16
日
に
執
り
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
彬
子
女
王
殿
下
に
オ
ン
ラ

イ
ン
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
ご
臨
席
を
賜
り

開
催
。
樫
野
崎
の
ト
ル
コ
軍
艦
遭
難
慰

霊
碑
前
の
会
場
に
は
、
田
嶋
町
長
と
田

嶋
直
子
町
長
夫
人
、
結
城
力
町
議
会
議

長
、
髙
山
カ
ヤ
子
樫
野
区
長
、
稲
田
賢

大
島
区
長
、
福
島
三
男
須
江
区
長
、
串

本
町
ト
ル
コ
文
化
協
会
の
伊
藤
ア
イ

シ
ェ
ギ
ュ
ル
代
表
が
参
列
し
、
駐
日
ト

ル
コ
共
和
国
大
使
館
か
ら
イ
ン
ジ
・
メ

ル
ジ
ャ
ン
駐
日
ト
ル
コ
共
和
国
特
命
全

権
大
使
夫
人
ら
５
名
が
リ
モ
ー
ト
で
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　
彬
子
女
王
殿
下
は
「
こ
の
大
切
な
ひ

と
と
き
を
胸
に
深
く
と
ど
め
、
こ
れ
か

ら
も
日
本
・
ト
ル
コ
両
国
の
友
好
の

歴
史
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
次
の

１
４
０
年
、
１
５
０
年
へ
と
紡
ぎ
続
け

ら
れ
ま
す
こ
と
を
祈
り
ま
す
」
と
お
こ

と
ば
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
公
務
に
よ
り
ト
ル
コ
本
国
に
帰
国
中

で
あ
っ
た
ハ
サ
ン
・
ム
ラ
ッ
ト
・
メ
ル

ジ
ャ
ン
駐
日
ト
ル
コ
共
和
国
特
命
全
権

大
使
は
、
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
に
よ
り
出
演
。

「
今
日
、
同
じ
場
所
に
集
う
こ
と
は
叶

わ
ず
と
も
、
先
人
た
ち
か
ら
引
き
継
い

だ
友
情
を
胸
に
、
心
と
気
持
ち
は
と
も

に
あ
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま

し
た
。

　
式
典
で
は
、
殉
難
将
士
へ
の
黙
と
う
、

両
国
の
国
歌
斉
唱
、
リ
モ
ー
ト
で
の
東

京
ジ
ャ
ー
ミ
ィ
の
イ
マ
ー
ム
（
指
導

者
）
に
よ
る
礼
拝
、
献
花
や
追
悼
歌
演

奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
田
嶋
町
長
の
式
辞

を
も
っ
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
ト
ル
コ
友
好
１
３
０
周
年
事
業

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
追
悼
式
典

①国歌斉唱する参列者の皆さん　②リモートでご臨席
賜った彬子女王殿下　③ビデオレターで出演されたメ
ルジャン大使　④リモートによる礼拝をモニターで見
る参列者の皆さん　⑤参列者による献花　⑥献花する
田嶋町長夫妻

１

2

３

４

５

６

田
嶋
町
長
式
辞
（
要
旨
）

　
殉
難
将
士
の
尊
い
犠
牲
の
も
と
、
生

存
者
の
救
助
に
あ
た
っ
た
大
島
島
民
の

献
身
に
よ
り
結
ば
れ
た
両
国
の
絆
は
、

世
代
を
超
え
て
育
ま
れ
、
両
国
の
友
好

関
係
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
で
殉
難
将
士
の
御
霊
を
お
守

り
し
、
こ
の
史
実
と
助
け
合
う
心
の
大

切
さ
を
語
り
継
ぎ
、
か
け
が
え
の
な
い

絆
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
、
現
在
に
生

き
る
我
々
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
は
、
人
を
思
い
や
る

心
で
結
ば
れ
て
い
る
両
国
の
歴
史
や
文

化
を
学
ぶ
機
会
を
設
け
、
日
ト
友
好
の

架
け
橋
を
も
っ
と
強
固
な
も
の
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
日
ご
参
列
の
皆
さ
ま
、
ラ
イ
ブ
配

信
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
と
も
に
殉
難
将

士
の
御
霊
に
哀
悼
の
念
を
捧
げ
て
い
た

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
一
般
の
方
の
参
列
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
今
回
の
追
悼
式
典
で
は

動
画
共
有
サ
イ
ト「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」

で
の
ラ
イ
ブ
配
信
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
と
約
６
時
間
の
時
差
が
あ
る
ト

ル
コ
の
方
々
に
も
見
て
も
ら
い
や
す
い

時
間
帯
に
な
る
よ
う
、
式
典
は
午
後
５

時
30
分
か
ら
開
始
。
全
世
界
に
配
信
さ

れ
、
ど
な
た
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
て
式
典
の
模
様
を
視
聴
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
ラ
イ
ブ
配
信

子
ど
も
た
ち
に
ト
ル
コ
の
お
菓
子
を
配
付

　
式
典
当
日
、
ト
ル
コ
の
食
文
化
に
触

れ
て
も
ら
う
た
め
、
串
本
町
給
食
セ
ン

タ
ー
を
通
じ
て
町
内
の
小
中
学
校
や
こ

ど
も
園
等
に
通
う
子
ど
も
た
ち
に
ト
ル

コ
の
お
菓
子
「
ウ
ン
・
ヘ
ル
ヴ
ァ
ス
」

が
配
付
さ
れ
ま
し
た
。「
ウ
ン
・
ヘ
ル

ヴ
ァ
ス
」
は
、
小
麦
粉
を
バ
タ
ー
で
き

つ
ね
色
に
な
る
ま
で
炒
め
、
牛
乳
で

作
っ
た
シ
ロ
ッ
プ
を
加
え
て
練
り
固
め

た
伝
統
的
な
お
菓
子
で
す
。

　
ま
た
、
串
本
町
と
ト
ル
コ
の
友
好
の

歴
史
や
ト
ル
コ
の
こ
と
を
学
ぶ
き
っ
か

け
と
な
る
よ
う
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号

遭
難
事
故
や
ト
ル
コ
の
文
化
な
ど
に
つ

い
て
記
載
さ
れ
た
ペ
ー
パ
ー
ラ
ン
チ
ョ

ン
マ
ッ
ト
も
併
せ
て
配
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
島
小
学
校
で
は
、
お
菓
子
の
配
付

前
に
集
会
が
開
か
れ
、
布
引
伸
幸
校
長

が
児
童
に
「
お
菓
子
を
食
べ
る
と
き
に
、

１
３
０
年
前
に
多
く
の
ト
ル
コ
の
方
が
亡

く
な
っ
た
こ
と
、
大
島
の
人
た
ち
が
慰
霊

碑
を
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
、

そ
の
思
い
を
今
も
受
け
継
い
で
い
る
人
が

い
る
こ
と
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
集
会
の
最
後

に
は
、
殉
難
将
士
に
黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
お
菓
子
を
食
べ
た
同
校
６
年
生
の
児
童

は
「
思
っ
て
い
た
よ
り
も
甘
く
て
お
い
し

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ウン・ヘルヴァスを食べる大島小学校６年生の児童

配付されたペーパーランチョンマット

ユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
対
し
ま
し
て
も
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
両
国
の
絆
が
今
以
上
に
発
展
し
て
い

く
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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令
和
２
年
　
第
３
回
定
例
会
　
諸
報
告

　
令
和
２
年
串
本
町
議
会
第
３
回
定
例

会
が
９
月
１
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を

９
月
14
日
ま
で
の
14
日
間
と
し
て
開
会

さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
後
、
８
月
９
日
執
行
の
町
議
会

議
員
補
欠
選
挙
で
当
選
さ
れ
た
新
議
員

３
名
の
紹
介
な
ど
が
あ
り
、
続
い
て
田

嶋
町
長
が
、
諸
報
告
や
諸
議
案
に
つ
い

て
提
案
理
由
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
」
の
規
定
に
よ
り
算
定

を
行
い
ま
し
た
令
和
元
年
度
決
算
に
基

づ
く
健
全
化
判
断
比
率
は
、
実
質
赤
字

比
率
は
「
な
い
」
で
実
質
黒
字
比
率
が

３
・
16
％
、連
結
実
質
赤
字
比
率
は
「
な

い
」
で
連
結
実
質
黒
字
比
率
は
14
・

05
％
、
実
質
公
債
費
比
率
は
10
・
３
％
、

将
来
負
担
比
率
は
69
・
１
％
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
数
値
も
、
財
政

健
全
化
計
画
や
財
政
再
生
計
画
を
策
定

し
財
政
の
健
全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
る
早
期
健
全
化
基
準
お

よ
び
財
政
再
生
基
準
と
比
較
し
て
低
い

値
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
公
営
企
業
に
お
け
る
資
金
不
足
比
率

は
、
令
和
元
年
度
決
算
に
基
づ
き
算
定

し
た
結
果
、病
院
事
業
会
計
で
14
・
６
％

の
資
金
不
足
比
率
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
健
全
化
計
画
を
策
定
し
財
政
の
健

全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
る
国
の
定
め
る
基
準
と
比
較
し
て
低

い
値
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
水
道
事
業

特
別
会
計
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は

資
金
不
足
が
発
生
し
て
お
ら
ず
、
資
金

不
足
比
率
は
「
な
い
」
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
先
月
、
近
隣
市
町
で
相
次
い
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
田
辺
保
健
所
管
内
で
は
複
数

の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
、
一
時
感
染

が
拡
大
し
た
こ
と
か
ら
大
変
心
配
を
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
当
町
に
お
き

ま
し
て
も
、
常
に
同
様
の
発
生
リ
ス
ク

が
あ
る
も
の
と
心
し
て
感
染
予
防
対
策

に
あ
た
る
と
と
も
に
、「
新
し
い
生
活

様
式
」
を
踏
ま
え
た
地
域
の
活
性
化
対

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
国
の
特
別
定
額
給
付
金
の
給
付
状
況

は
、
対
象
世
帯
８
５
１
３
世
帯
の
内

８
４
８
７
世
帯
が
申
請
を
さ
れ
、
給

付
率
は
99
・
69
％
、
給
付
総
額
は

15
億
５
７
８
０
万
円
で
あ
り
ま
す
。

　
５
月
25
日
か
ら
受
付
を
開
始
し
て
い

ま
す
「
串
本
町
小
規
模
事
業
者
等
支
援

給
付
金
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
８

月
27
日
現
在
で
、
持
家
分
４
８
７
件
、

家
賃
分
１
２
９
件
の
合
計
６
１
６
件
の

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

 

感
染
症
対
策

■ 

財
政
の
健
全
化
判
断
比
率

　

 

お
よ
び
資
金
不
足
比
率

申
請
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
７
月
１
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
「
農
林
漁
業
者
支
援
事
業
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
同
じ
く
８
月
27
日
現
在
で
、

４
５
８
件
の
申
請
者
数
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
８
月
13
日
か
ら
町
内
各
郵
便
局
に
て

引
き
換
え
を
行
っ
て
お
り
ま
す
「
生
活

支
援
商
品
券
交
付
事
業
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
商
工
会
等
の
ご
協
力
の
も
と
、

町
内
各
地
域
か
ら
２
７
８
店
舗
の
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
４

日
か
ら
商
工
会
の
プ
レ
ミ
ア
ム
お
買
物

券
事
業
の
実
施
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
町
か
ら
１
５
０
０
万
円
を
補
助

し
、
お
買
物
券
の
プ
レ
ミ
ア
ム
の
度
合

を
高
め
る
と
と
も
に
、
発
売
部
数
を

５
０
０
０
部
と
従
来
の
発
売
部
数
よ
り

多
く
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

生活支援商品券の見本

　
今
年
１
月
か
ら
開
設
し
て
い
ま
す
発

熱
外
来
に
つ
い
て
は
、
８
月
中
旬
以
降
、

熱
中
症
や
脱
水
症
と
思
わ
れ
る
症
例
数

に
比
例
し
、
受
診
者
数
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
感
染
が
疑
わ
れ
る
ケ
ー
ス

に
つ
い
て
は
検
体
を
採
取
し
た
後
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
に
送
っ
て
い
ま
す
が
、
８
月

26
日
時
点
で
39
件
す
べ
て
が
陰
性
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ
と
は
別
に
、

分
娩
前
の
妊
婦
を
対
象
と
し
た
任
意
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
も
実
施
し
て
お
り
、
現
時

点
で
２
名
の
方
が
申
し
込
ま
れ
、
い
ず

れ
も
陰
性
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
入
院
患
者
と
の
面
会
に
つ
い
て
は
、

新
宮
保
健
所
管
内
に
お
い
て
陽
性
患
者

が
確
認
さ
れ
た
８
月
９
日
、
11
日
以
降
、

当
院
で
は
再
度
全
面
禁
止
と
し
、
厳
戒

態
勢
で
臨
み
ま
し
た
が
、
幸
い
管
内
に

お
い
て
、
そ
の
後
新
た
な
感
染
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
、
状

況
を
注
視
し
な
が
ら
段
階
的
に
緩
和
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
関
連
の
予
算
に
お
い
て
は
、

補
助
率
１
０
０
％
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
交
付

金
」
に
よ
る
備
品
購
入
費
等
の
ほ
か
、

令和２年　第３回定例会

補
助
対
象
と
な
ら
な
い
工
事
費
に
つ
い

て
は
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
対
象

と
し
て
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
今

議
会
に
補
正
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
加

え
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
を
迎

え
る
秋
以
降
、
各
医
療
機
関
で
は
診
療

面
で
の
混
乱
も
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
需
要
が
増
す
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
年

度
当
初
の
早
い
段
階
で
例
年
以
上
の
供

給
要
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
だ
出
口
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
感
染
症
に
対
応
す
る
病
院
職
員

に
あ
っ
て
は
、
日
々
相
当
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
と
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
が
ら
業

務
に
あ
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
管
理
者
、
院
長
、
Ｉ
Ｃ
Ｄ
・
感

染
管
理
医
師
の
資
格
を
も
つ
院
長
代
理

の
指
揮
の
下
、
感
染
防
止
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
通
常
の
診
療
に
も
万
全
を
期

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
度
７
月
と
９
月
の
２
回
に
分
け

て
実
施
い
た
し
ま
し
た
採
用
試
験
で
す

が
、
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
実
施
時

期
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、

９
月
に
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
一
般
事
務
職
３
名
程
度
、

社
会
福
祉
士
１
名
、
保
健
師
１
名
、
保

育
士
・
幼
稚
園
教
諭
２
名
、
消
防
職
３

名
を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
一
般
事

務
職
18
名
、
社
会
福
祉
士
２
名
、
保
育

士
・
幼
稚
園
教
諭
５
名
、
消
防
職
６
名

の
方
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
が
、
保

健
師
は
応
募
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
後
、
１
次
試
験
を
９
月
20
日
、
２

次
試
験
は
10
月
中
旬
に
行
う
予
定
と
し
、

保
健
師
に
つ
い
て
は
、
再
度
募
集
を
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
延
期
し
て
お
り
ま
し
た
日
本
ト
ル
コ

友
好
１
３
０
周
年
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
が
遭
難
し
た

９
月
16
日
の
夕
刻
か
ら
樫
野
崎
慰
霊
碑

前
に
て
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ト
ル
コ
大
使
館
と
の
協
議
の
結
果
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

リ
ス
ク
を
排
除
す
る
た
め
式
典
の
規
模

を
大
幅
に
縮
小
し
、
私
と
議
会
の
代
表

者
を
含
め
町
内
在
住
者
５
～
６
名
程
度

に
ま
で
式
典
会
場
参
列
者
を
絞
る
と
と

も
に
、
在
日
ト
ル
コ
共
和
国
特
命
全
権

大
使
ほ
か
大
使
館
関
係
者
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
介
し
た
リ
モ
ー
ト
に
よ
り
参

加
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
式
典
の
模
様
に
つ
き
ま
し
て
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に
よ
り
日
本
は
も

と
よ
り
、
ト
ル
コ
共
和
国
に
お
い
て
も

視
聴
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

■ 

職
員
採
用
試
験

■ 

国
際
交
流

　
８
月
３
日
か
ら
16
日
ま
で
の
14
日
間
、

太
平
洋
戦
争
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
る

た
め
、
第
５
福
竜
丸
建
造
の
地
平
和
の

歴
史
展
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る
核
兵

器
の
被
害
写
真
を
中
心
と
し
た
「
パ
ネ

ル
展
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
々
に

観
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
８
月
14
日
に
は
、
当
町
の
貴

重
な
戦
争
遺
跡
の
ひ
と
つ
で
あ
る
串
本

町
植
松
地
区
の
海
軍
地
下
送
信
所
の
特

別
公
開
が
行
わ
れ
、
66
人
の
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

■ 

く
し
も
と
町
立
病
院
で
の
新
型

　

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

■ 

太
平
洋
戦
争
終
戦
75
周
年

　
今
後
も
節
目
の
年
に

お
い
て
過
去
の
悲
惨
な

出
来
事
を
後
世
に
伝
え

る
取
組
を
実
施
し
な
が

ら
、
平
和
の
尊
さ
を
啓

発
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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日（SUN） 月（MON） 火（TUE） 水（WED） 木（THU） 金（FRI） 土（SAT）
1
　２歳６か月児・
　歯科健診・相談

2
　きらきらくらぶ

3

4 5
　

6
　
　

7 8
　３歳６か月児健診

9 10

11 12 13
　健康相談（※）

14 15 16
　きらきらくらぶ

17
　

18 19
　有酸素運動教室

20 21
　マタニティヨガ教室
　離乳食教室

22
　

23 24
　おひさまくらぶ

25 26 27
　

28 29
　４か月児・
　１０か月児健診

30 31

保健センターだより
※健診等についてのお申し込み・お問い合わせは、
　保健センター（℡０７３５‐６２‐６２０６）まで

１０月の行事カレンダー

 
※健康相談は、保健センターにて午後１時３０分から午後３時まで実施します。４０歳以上の女性に骨密
　度測定を実施しています。希望される方は、１０月１２日(月 )までにお申し込みください（先着１０名）。

◎各事業の対象となる方には個別にご連絡しております。母子・成人事業

　１２月２８日（月）までの期間で歯周病検診
を実施中です。対象の方には、６月下旬に無料
受診券を送付しています。

【歯周病と関連する疾患】
■骨粗しょう症
　加齢によるホルモンバランスの乱れは骨密
　度を低下させ、骨粗しょう症を招きます。
　同時に炎症が起こりやすくなり、歯槽骨も
　もろくなることから、歯周病も進行しやす
　くなります。
■誤

ごえんせい

嚥性肺炎
　唾液中の歯周病菌が気管に入ると、肺炎を
　起こしやすくなります。加齢などに伴い、
　ものを飲み込む嚥

えんげ

下機能が低下すると肺炎
　も起こしやいため、口腔ケアが不可欠です。

■対象者は次の年齢の方です。
・４０歳（昭和５５年４月～昭和５６年３月生）
・５０歳（昭和４５年４月～昭和４６年３月生）
・６０歳（昭和３５年４月～昭和３６年３月生）
・７０歳（昭和２５年４月～昭和２６年３月生）

　受診券を紛失された方、または上記年齢に該
当し、今年検診未受診で７月以降に転入された
方は、保健センターにお問い合わせください。

※１～３個当てはまる・・・油断は禁物。ご自身や歯科医院で予防に努めましょう。
※４～６個当てはまる・・・歯周病が進行している可能性があります。
※７個以上当てはまる・・・歯周病の症状がかなり進行しています。

□朝起きた時、口の中がネバネバする。
□ブラッシングの時に出血する。
□口臭が気になる。
□歯肉がむずがゆい、痛い。

□かたいものが噛みにくい。
□歯が長くなったような気がする。
□歯と歯の間に隙間ができて物が挟まる。
□歯肉が赤くはれている。

症状が気になる方は、歯周病の予防や治療をしましょう。チェックしてみましょう

歯周病検診（無料）は受けましたか？

１０月１日より、高齢者と子どものインフルエンザ予防接種費用の一部助成が始まります。

インフルエンザ予防接種費用一部助成のお知らせ高齢者 子ども

季節性インフルエンザワクチン接種時期ご協力のお願い厚生労働省より

　新型コロナウイルス感染症の流行が懸念される中、この冬に向けてインフルエンザワクチンの需
要が高まる可能性があります。より必要とされている方に確実に届くよう、ご協力をお願いします。

１０月１日～

６５歳以上の方（定期接種対象者）※ ○医療従事者　○基礎疾患を有する方
○妊婦　○生後６か月～小学校２年生※６５歳以上の方のほか、６０歳～６５歳未満

　の慢性高度心・腎・呼吸器機能不全の方等

１０月２６日～接種希望者はお早めに 接種希望者はお早めに

上記以外の方も接種できます。

　対象の方には、９月末頃に郵送で個別通知
を行います。接種を希望される場合は、必ず
事前に医療機関に予約をして接種を受けてく
ださい。

■助成期間　令和２年１０月　１日（木）～
　　　　　　令和３年　１月３１日（日）
■対 象 者
①接種時に６５歳以上である串本町民の方
※助成期間中に６５歳になられる方について
　は、６５歳の誕生日前にご案内します。
②接種時に６０歳以上６５歳未満で、心臓や
　腎臓・呼吸器に重い病気のある方、ヒト免
　疫不全ウイルスの免疫機能障害を有する方
　で、身体障害者手帳１級をお持ちの串本町
　民の方
※②に該当する方は、保健センターへの申し
　出が必要です。確認後、案内を送付いたし
　ます。
■自己負担金　１，０００円
※生活保護の方は無料となりますが、事前に
　保健センターへの申請が必要です。
■接種時の持ち物
　予診票（接種当日に記入してください。）、
　接種依頼券、接種済証、健康保険証

　子どものインフルエンザ予防接種は、予防
接種法に基づかない任意接種です。効果・副
反応等について十分ご理解いただいたうえで、
接種するかどうかをご検討ください。

■助成期間　令和２年１０月　１日（木）～
　　　　　　令和３年　１月３１日（日）
■対 象 者　生後６か月～中学３年生に
　　　　　　個別通知
■助成金額　１，０００円／回
　　　　　　※生後６か月～小学生は２回、
　　　　　　　中学生は１回助成　
■接種時の持ち物
　予防接種券、健康保険証　

高齢者インフルエンザ予防接種 子どもインフルエンザ予防接種

◇お問い合わせ先◇　
　串本町保健センター
　℡　０７３５‐６２‐６２０６

今冬は新型コロナウイルスとインフルエンザの
同時流行の恐れもあります。インフルエンザ
ワクチンの接種希望者が増える可能性が
ありますので、お早めにご検討ください。

　  　　各医療機関によって申込方法や接種期間、対象年齢などが異なりますので、
　　　　　必ず事前に医療機関までお問い合わせください。
注意
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　離乳食が始まると、何を作れ
ばいいのか、どのくらい食べさ
せればいいのか、色々と悩みが
出てきますよね。そんなお母さ

離乳食教室を開催します

んのために、栄養士が一緒に離乳食を作りま
す。気になっていたことも、実習しながら気
軽にお話ししませんか？

■日　時　１０月２１日（水）
　　　　　１３：３０～１５：００
■場　所　串本町文化センター　１階調理室
■対象者　１歳までのお子さんがいる保護者
■持ち物　エプロン、ハンドタオル、母子手帳
■申込期限　１０月１９日（月）

※お子さんは調理室隣の和室でお預かりいた
　します。
※ご参加いただいた方には、離乳食づくりが
　楽になる『簡単とり分け離乳食』の冊子を
　プレゼント♪

◇お申し込み先・お問い合わせ先◇
　串本町子育て世代包括支援センター
　（串本町保健センター内）
　℡ 　０７３５‐６７‐７００７

　生涯に何度もないマタニティ期。ヨガを通
じてお母さんと赤ちゃんだけの時間を過ごし

マタニティヨガ教室産前産後
サポート

ながら、気がかりなことや
ちょっと聞いてみたいことな
ど、気軽に仲間に聞いてみま
せんか？

■日　時　　１０月２１日（水）
　　　　　　１０：３０～１２：００
■場　所　　串本町保健センター　２階ホール
■講　師　　ヨガインストラクター
　　　　　　城

じょう

　千
ち ひ ろ

湖　先生
■持ち物　　飲み物、汗ふきタオル
　　　　　　母子手帳、健康保険証
■参加条件　妊娠１６週以降の方で、妊娠の
　　　　　　経過が順調な方
■申込期限　１０月１９日（月）
※動きやすい服装でお越しください。
※お子さんと一緒に参加を希望される方は、
　事前にお申し出ください。

◇お申し込み先・お問い合わせ先◇
　串本町子育て世代包括支援センター
　（串本町保健センター内）
　℡ 　０７３５‐６７‐７００７

　

　個別検診（子宮頸がん・乳がん）実施医療機関の変更について

　７月１日～１２月２８日で実施している個別がん検
診について、右記医療機関が新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、今年度の実施中止の連絡がありま
したのでお知らせします。

新宮市立医療センター
×子宮頸がん検診　×乳がん検診

　検診の受診を予定されていた方は、個別に送付している案内をご確認の上、その他の医療機関で
の受診をお願いします。
　個別検診をまだお申し込みでない方は、保健センター（℡６２‐６２０６）までご連絡ください。

　

　パパママ教室の開催中止について
　毎月第４火曜日にくしもと町立病院で開催している「パパママ教室」につきまし
ては、新型コロナウイルスの影響を考慮し、１０月の開催を中止いたします。
　楽しみにされていた方には大変申し訳ありませんが、ご了承ください。

　令和２年度　有酸素運動教室の参加者を募集します

　昨年度も講師に来ていただいた杉浦先生による運動教室です。楽しく運動を教えてく
れますので、皆さんご参加ください。運動習慣のない方や運動を始めたいと思っている
方も、お気軽にどうぞ。運動を継続して、心身ともに健康な体づくりを心がけましょう！

■日　時　１０月１９日（月）
　　　　　１３：３０～１４：３０
■場　所　串本町立体育館
■講　師　健康運動指導士　杉

すぎうら

浦　資
も と し

史  先生
■内　容　有酸素運動、ストレッチ、筋トレなど
■持ち物　飲み物、タオル、室内シューズ、
　　　　　バスタオルかヨガマット（ストレッ
　　　　　チの際に下に敷くもの）

■参加申込　
　１０月１２日（月）までにお電話でお申し
　込みください。
※腰痛や足の痛み等で運動制限のある方は、
　お申し込み時にお伝えください。
※参加当日は、自宅で検温をしてからお越し
　ください。発熱がある場合は、参加をご遠
　慮ください。

　国民の２人に１人が“がん”になり、３人に１人が“がん”で亡くなっています。自分自身やあ
なたを必要とする人のためにもがん検診を受診しませんか？つれもていこら！みんなで検診！！

①「がん検診受診率 50％ 達成に向けた集中キャンペーン月間」です

10月1日（木）～10月31日（土）は

　健康でいきいきと暮らすには、県民一人ひとりが食習慣、運動、休養な
どの生活習慣や、病気についての正しい知識を身につけ、自らライフスタ
イルを改善し、自主的に健康づくりに取り組むことが必要です。

②「みんなで取り組もう！わかやま健康づくり月間」です

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

43

串本タクシー株式会社

毎度御愛顧賜り誠にありがとうございます。

TEL:0735－62－0695　FAX:0735－62－0696
　（指定訪問介護事業所　TEL:0735－62－6900）

市場環境の変化やタクシー乗務員の不足に伴いまして、

和歌山県東牟婁郡串本町串本1804

誠に勝手ではございますが、令和元年１０月１日より
タクシーの営業時間を下記の通りに変更致します。
午前６時３０分 ～ 翌日午前１時３０分
御客様には、御不便をお掛けする事もあろうかとは存じ
ますが、何卒、御理解の程、宜しくお願い致します。

　各がん検診（胃・大腸・肺・乳房・子宮頸がん）を医療機関で受診すること
ができる個別検診を実施しています。がん検診をまだ受けていない方は、ぜひ
この期間にお受けください。
　お申し込みをされていない方は、受診券を発行しますので、保健センター
（℡　０７３５‐６２‐６２０６）までご連絡ください。

◇お申し込み・お問い合わせ先◇　串本町保健センター　℡　０７３５‐６２‐６２０６
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２０２０年１０月　第４号
栄養だより

　子どもの好き嫌いを何とかしたい！
　せっかく工夫して作っても食べてくれないとイライラする。無理に食べさせる

のもどうかと思うけど、できれば何でも食べられる子になってほしい。

【材料】（マフィンカップ M ４個分）
かぼちゃ（ 皮をむいた状態 ）　約 100g
米粉ホットケーキミックス　　 　150g
卵（L サイズ）　　　　　　　　　  1 個　　　　　　　
牛乳　　　　　　　　　　　　　　50g
溶かしバター　　　　　　　　　　50g
砂糖　　　　　　　　　　　　　　50g

（あれば）製菓用かぼちゃの種　　 適量

【下ごしらえ・準備】
・バターは湯煎 ( または電子レンジ ) で
　溶かしておく。
・卵と牛乳は冷蔵庫から出し、常温にし
　ておく。
・オーブンを１８０℃に予熱しておく。

【作り方】（調理時間：４０分）
①かぼちゃは皮をむいた状態で耐熱容器に入れて
　ラップをし、電子レンジで加熱する。柔らかく
　したかぼちゃをマッシュし、粗熱をとる。
②ボールに卵、牛乳、砂糖➡溶かしバター➡マッ
　シュしたかぼちゃの順に入れ、その都度よく混
　ぜる。
③最後にホットケーキミックスを加えて混ぜる。
　粉っぽさがなくなったら混ぜるのをやめる。
④マフィン型に生地を流し入れ、最後にかぼちゃ
　の種をのせる。
⑤１８０℃のオーブンで２０分焼く。

　こんなお悩みを抱えている親御さんは多いのではないでしょうか？
　子どもの嫌いな食べ物を減らすことは難しいし、ストレスになります。逆転の
発想で、好きな食べ物を増やしましょう。大切なのは、嫌いを減らすことより好
きを増やして食事を楽しめる人にすることです！

かぼちゃのしっとりマフィン

　１０月３１日はハロウィンです。ぜひお子さんと一緒に作ってみてください。自分で作った食事
は、子どもが喜んで食べてくれることが多いです。親御さんも一緒に食事を楽しんでください！

◆好きな食べ物を増やすにはどうすればよいでしょうか？

○たくさんの食材を食べてみる。
○様々な調理法で食べてみる。
○楽しい雰囲気で食べる。

○特別な場所で食べる。（ピクニックなど）
○調理前の食材を見る、触れる。（スーパーや畑など）
○自分で食べ物を調理する、育てる。

この中でも、自分で食べ物を調理したり、育てたりしてみることはおすすめです！

小麦アレルギーのお子さまにも食べていただける
米粉ホットケーキミックスを使用しています。

電話で停電情報をお知らせします

　ＡＩ（人口知能）を活用した停電情報自動応答サービス
をご提供しています。お客さまの声を自動認識して、その
住所を含む地域の停電情報を自動音声にてお答えします。

〈 関西電力送配電からのお知らせ 〉

停電情報自動応答サービス
専用ダイヤル（無料）

0800-123-7800

お問い合わせイメージ

○○○県○○郡○○町大字
○○○○番地

※住所に大字がつく場合は、大字をおっしゃってください。

お客さま
停電情報自動
応答システム

停電情報専用
ダイヤルへ電話

①

停電情報自動応答サービスへ接続します。関西電力の
･･･をご案内いします。発信音の後に停電情報を確認し
たいご住所を県からおっしゃってください。

②

③

現在、和歌山県…で停電が発生しております。ご迷惑を
お掛けし申し訳ございません。ただ今、作業者が…停電
原因の調査を行っています。なお、復旧見込みにつきま
しては、…となっております。

④
※システムのイラストは
　イメージです。※発話状況により、システム

　が音声（住所）を正しく認
　識できない場合があります。
※システムが住所をお聞きす
　る時間は約１０秒です。

■日時　・１０月３日（土）　①１２時～１３時　②１４時～１５時
　　　　・１０月４日（日）　③１０時～１１時　④１２時～１３時　⑤１４時～１５時　

【同時開催】～スマホ何でも相談会～
スマホに対する不安、お困りごと、基本操作から
便利な使い方、今話題のマイナポイントなど、何
でもお気軽にご相談ください。スマホをご利用中
の方、まだお持ちでない方、誰でも参加ＯＫです！

参加
無料

■場所　串本町文化センター２階　会議室Ｂ
■定員　各回８名
■内容　キャッシュレス決済とは？キャッシュレ
            スの種類、キャッシュレス疑似体験
■主催　au ショップ新宮店
■後援　串本町産業課

キャッシュレス教室に参加しませんか？ ポイント
貯まる！

お財布
要らずで
ラクラク !

あのお店
でも
使える !

◇お申し込み・お問い合わせ先◇
　au ショップ新宮　℡　０８００‐７００‐１８３５（営業時間：１０時～１９時）　
　※１０月２日（金）までにお申し込みください。

　毎年秋にＪＡ紀南が開催しています「くしもと農林水産まつり」につきまして、本年度は新型コ
ロナウイルス感染症の影響により、開催を中止することとなりました。
　昨今の状況と町民の皆さまの安全確保のため、ご理解をいただきますようお願いいたします。

◇お問い合わせ先◇　ＪＡ紀南　串本支所　℡　０７３５‐６２‐３３３３

くしもと農林水産まつりの中止のご案内
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℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
０
０
６

国
民
年
金
基
金
の
お
知
ら
せ

串本町の人口と世帯

令和２年８月末現在（前月比）

火災件数（1月からの累計）

建物
林野
その他
合計

１件
０件
１件
２件

※令和２年８月３１日が基準日

交通
急病
その他
合計

３０件
５００件
２１７件
７４７件

※令和２年８月３１日が基準日

お 知 ら せ
I N F O R M A T I O N
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な
年
金
で
す
。

▼
特
徴

①
掛
金
が
全
額
「
社
会
保
険
料
控
除
」
で
、

　
受
取
る
年
金
も
「
公
的
年
金
等
控
除
」

　
の
対
象
で
す
。

②
受
取
る
年
金
は
、
終
身
が
基
本
で
一
生

　
変
動
し
ま
せ
ん
。

③
万
一
の
時
は
、
ご
遺
族
に
一
時
金
が
支

　
払
わ
れ
ま
す
。
（
遺
族
保
証
の
な
い
Ｂ

　
型
も
選
べ
ま
す
。
）

④
掛
金
は
、
加
入
時
の
年
齢
で
一
定
。

　
お
休
み
や
増
減
も
で
き
ま
す
。

▼
加
入
で
き
る
方

①
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
（
免
除

　
の
方
な
ど
を
除
き
ま
す
。
）

②
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者
（
60
歳
～
65

　
歳
未
満
の
方
や
海
外
在
住
の
方
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
全
国
国
民
年
金
基
金
　
和
歌
山
支
部
　

　
℡
０
１
２
０
‐
６
５
‐
４
１
９
２

毎
年
10
月
１
日
～
７
日

は

公

証

週

間

で

す

　
公
正
証
書
と
は
、
法
務
大
臣
か
ら
任
命

さ
れ
た
公
証
人
が
作
成
す
る
公
文
書
で
す
。

遺
言
、
離
婚
（
養
育
費
・
慰
謝
料
・
財
産

分
与
）
、
任
意
後
見
（
判
断
能
力
が
低
下

し
た
方
の
財
産
管
理
・
生
活
支
援
）
、
土

地
建
物
の
賃
貸
借
、
金
銭
の
貸
借
、
尊
厳

死
宣
言
な
ど
を
公
正
証
書
に
し
て
お
く
こ

と
で
、
権
利
争
い
を
防
ぎ
、
大
切
な
財
産

を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
作
成
し
た
公
正
証
書
（
原
本
）
は
、
公

証
役
場
で
厳
重
に
保
管
し
ま
す
の
で
、
紛

失
や
偽
造
、
変
造
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

救急件数（1月からの累計）

人口
男性 
女性 
世帯

１５，５３０人（－１６）
７，３２６人（－　９）
８，２０４人（－　７）

８，４６７世帯（－１４）

お
知
ら
せ

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

ECCジュニア＆BS教室
古座教室（北本） 串本教室（名田）
℡ ７２ｰ３１２９ ℡ ６２ｰ５５８３
コ
ー
ス

◆英語・英会話
◆幼児デジタル
◆かんじ・漢検 

◆中学英語強化
◆英検対策
◆ＢＳ(高校生～)

J-SHINE「小学校英語指導者資格」認定講師

ロ
ー
ゴ

ヨ

イ

ク

ニ

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

 ご自宅、病院、施設様等へ 

いたします 

 

 
出張理美容  

 

NPO法人 

0735-67-7017 
日本理美容福祉協会  
和歌山南紀センター 

理美容室に行くのが困難な方、ご連絡ください
福祉理美容士がお伺いします

未
来
へ
の
約
束
を
公
正
証
書
が
守
り
ま
す
。

　
相
談
は
す
べ
て
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
新
宮
公
証
役
場

　
　
新
宮
市
緑
ヶ
丘
２
丁
目
１
‐
３
１

　
　
　
カ
マ
ツ
カ
ビ
ル
３
階

　
公
証
人
　
森
元
　
利
宏

　
（
和
歌
山
地
方
法
務
局
所
属
）

　
℡
０
７
３
５
‐
２
１
‐
２
３
４
４

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
労
働

者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る

共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労

働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た

と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と

い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制

度
で
す
。

▼
加
入
で
き
る
事
業
主

　
建
設
業
を
営
む
方

▼
対
象
と
な
る
労
働
者

　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
方

▼
掛
金
　

　
日
額
３
１
０
円

▼
制
度
の
特
徴

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申
込

　
手
続
は
簡
単
で
す
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と

　
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、

　
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と

　
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と

　
な
り
ま
す
。

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
、
退
職
金
は
企

　
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
独
立
行
政
法
人
　
勤
労
者
退
職
金
共
済

　
機
構
　
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
事
業
推
進
課

　
℡
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
６
７

林
業
退
職
金
共
済
制
度
の

退
職
金
請
求
に
つ
い
て

　
林
業
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
た
こ
と
が
あ

り
、
当
時
、
林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林

退
共
）
に
加
入
し
て
い
た
方
も
し
く
は
加

入
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
方
で
、
退
職

金
請
求
手
続
を
し
た
お
心
当
た
り
の
な
い

方
は
、
お
気
軽
に
林
業
退
職
金
共
済
事
業

本
部
ま
た
は
最
寄
り
の
支
部
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
事
業
本
部
で
は
、
被
共
済
者
の

方
に
確
実
に
退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
現
況
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
独
立
行
政
法
人
　
勤
労
者
退
職
金
共
済

　
機
構
　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
℡
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
９

建
設
業
に
係
る
各
種

講

習

会

に

つ

い

て

　
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
和
歌
山
県

支
部
で
は
、
次
の
と
お
り
労
働
安
全
衛
生

法
に
基
づ
く
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

▼
足
場
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者

・
日
時
　
10
月
13
日
（
火
）
・
14
日
（
水

・
受
講
料
等
　
１
０
４
８
０
円

・
受
付
開
始
　
９
月
14
日
（
月
）
～

▼
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
工
作
物
の
解
体
等

　
作
業
主
任
者

・
日
時
　
11
月
10
日
（
火
）
・
11
日
（
水

・
受
講
料
等
　
１
１
０
０
０
円

・
受
付
開
始
　
10
月
12
日
（
月
）
～

▼
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

・
日
時
　
11
月
25
日
（
水
）
・
26
日
（
木

・
受
講
料
　
　
１
３
１
０
０
円

・
受
付
開
始
　
10
月
26
日
（
月
）
～

▼
時
間
（
共
通
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
講
義
内
容
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ

　
り
ま
す
。
）

▼
場
所
（
共
通
）

）））
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▼
納
期
限
　
令
和
２
年
11
月
２
日
（
月
）

・
町
県
民
税
（
３
期
）

・
国
民
健
康
保
険
税
（
７
期
）

・
介
護
保
険
料
（
７
期
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
４
期
）

今
月
の
納
税

相
談

▼
人
権
行
政
相
談

　
令
和
２
年
10
月
１
日
（
木
）

　
　
会
場
　
串
本
町
役
場
　
本
庁
舎

　
令
和
２
年
10
月
15
日
（
木
）

　
　
会
場
　
西
向
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

※
開
催
時
間
は
各
相
談
と
も
　
　
　

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
で
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に

　
よ
り
、
中
止
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

各種許認可申請・書類作成　承ります！各種許認可申請・書類作成　承ります！
取扱い業務
・農地転用・建設業・旅館業など許認可・届出、提出書類の作成
　（補助金申請や衛生管理計画の作成などもご相談ください）　
・車庫証明・ナンバーの出張封印
・遺言／海事事務所提出書類の作成

（初回相談料無料）電話 080-2662-9548
HP ： http：//www.zd.ztv.ne.jp/nikata-jimusyo/

行政書士・海事代理士  二河田 浩之  登録番号 第12290260号

　
和
歌
山
県
建
設
会
館
　
３
階
　
会
議
室

　
　
和
歌
山
市
湊
通
丁
北
一
丁
目
１
‐
８

※
受
講
の
申
込
み
は
、
受
講
申
込
書
に
受

　
講
料
を
添
え
て
ご
持
参
い
た
だ
く
か
、

　
現
金
書
留
で
郵
送
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
受
講
料
等
に
は
、
テ
キ
ス
ト
代
が
含
ま

　
れ
て
い
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
代
が
改
定
さ

　
れ
た
場
合
は
、
受
講
料
を
改
定
す
る
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
。

※
受
講
の
申
込
み
は
、
定
員
に
な
り
次
第

　
締
め
切
り
ま
す
。

※
申
込
者
が
少
数
の
場
合
、
講
習
会
を
中

　
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会

　
　
和
歌
山
県
支
部

℡
０
７
３
‐
４
３
６
‐
１
３
２
７

移

動

県

民

相

談

の

開

催

に

つ

い

て

▼
日
時

　
令
和
２
年
10
月
21
日
（
水
）

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

（
相
談
時
間
は
１
件
に
つ
き
約
20
分
）

▼
場
所

　
東
牟
婁
振
興
局

　
　
新
宮
市
緑
ヶ
丘
２
丁
目
４
‐
８

▼
内
容

　
土
地
・
建
物
、
借
地
・
借
家
、
相
続
、

　
離
婚
、
金
銭
関
係
、
損
害
賠
償
な
ど
の

　
法
律
問
題
（
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
）

　
お
よ
び
行
政
相
談

▼
事
前
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
10
月
７
日
（
水
）
午
前
９
時
か
ら

※
東
牟
婁
振
興
局
　
総
務
県
民
課
へ

　
　
　
　
　
電
話
予
約
（
先
着
９
名
）

　
℡
０
７
３
５
‐
２
１
‐
９
６
０
７

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
地

　
方
税
法
に
基
づ
く
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

　
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

▼
納
税
相
談
夜
間
窓
口

　
令
和
２
年
10
月
29
日
（
木
）

　
午
後
５
時
30
分
～
午
後
８
時

【
対
応
業
務
】
各
種
税
・
料
金
収
納
、

　
納
税
相
談
、
各
種
税
証
明
発
行

◎
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場

　
本
庁
舎
　
税
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
８
６

町民の皆さまへ

　やっと朝夕、涼しくなってきました。今年の夏はコロナ感染
対策のマスク着用もあって、暑さが一層からだに堪える夏とな
りました。これからはインフルエンザにも警戒が必要です。体

語り継ぐべき史実

調管理には十分お気を付けください。
　本誌にも掲載していますが、トルコ軍艦エルトゥールル号の１３０周年追悼式典を９
月１６日に執り行いました。雨天の場合は文化センターでの開催を予定していましたが、
当日は曇天ながらも雨がやみ、樫野崎の慰霊碑前で行うことができました。
　コロナ禍の関係でリモート式典となり、彬子女王殿下にはインターネットを通じてご
参加をいただきました。式典は小規模ながら、ネット配信により日本はもとよりトルコ
国においても多くの方にご覧いただけたのではと思います。後日、編集した内容をウェ
ブ上で配信しますので、ぜひご覧ください。
　和歌山県には歴史上、偉業を成し遂げた人物がたくさんいます。世界で初めて全身麻
酔による乳がん摘出手術に成功した華岡青洲、生物学者として粘菌の研究で知られる南
方熊楠、安政南海地震の津波に際し、自ら稲むらに火をつけ多くの人々を救った濱口梧
陵などが頭に浮かびますが、私は利他の精神を持ってエルトゥールル号乗組員の救助に
当たった「名もない大島の村人」たちも明治時代の我が町の誇れる偉人ではないかと思
います。
　式典開催は国に任すべきとのご意見もありますが、私はそうは思いません。あくまで
も串本町とトルコ大使館の共催で行い、遭難者の慰霊とともに先人の偉業を私たちの手
で称えるべきだと思います。
　今回、町内の小中学校やこども園等に通う子どもたちにトルコの食文化に触れてもら
おうと、トルコの伝統的なお菓子「ウン・ヘルヴァス」を配付しました。子どもたちには、
日本とは違うお菓子の風味を通して異文化に対する理解を深めてもらうとともに、誇れ
る先人たちの行いを末永く後世に語り継いでもらいたいと思います。

串本町長　田嶋 勝正

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。
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広
報

　く
し
も
と

No.186

令
和
２
年
10
月
１
日
発
行

　編
集
・
発
行
／
和
歌
山
県
串
本
町
役
場
企
画
課

〒
６
４
９
‐
３
５
９
２

和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
串
本
町
串
本
１
８
０
０

　℡
（
０
７
３
５
）
６
２
‐
０
５
５
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://www.town.kushimoto.wakayama.jp/
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

kikaku@town.kushimoto.lg.jp

㈱エスクリーンサービス

写 真 だ よ り

　９月５日、那智勝浦町体育文化会館で串本太地道路用地幅
杭設置式が開催されました。
　式典には、二階俊博衆議院議員や国土交通省、和歌山県、
近隣町の関係者ら約１５０名が出席。杭打ちや早期完成を
願って「がんばろう三唱」が行われました。
　「一般国道４２号串本太地道路」は、那智勝浦町八

や た が の

尺鏡野
と串本町鬮野川を結ぶ延長１８．４㎞の自動車専用道路です。
平成３０年度に事業化され、現在は用地幅杭の設置や用地買
収が進められています。

串本太地道路用地幅杭設置式が開催されました

　独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）関西では、オリンピック・パ
ラリンピックのホストタウン応援企画として、串本町とトルコ共和国の
魅力や国際交流・協力の取組について紹介しています。
　その紹介記事が作成されるにあたり、９月上旬、姉妹都市青少年交流
事業で昨年７月にトルコのメルシン市を訪れた中学生４名や町の国際交
流員ドゥルナ・オズカヤさん、串本町トルコ文化協会代表の伊藤アイ
シェギュルさん、田嶋町長がＪＩＣＡ関西からオンラインや電話でイン
タビューを受けました。
　インタビューの内容が掲載された記事は、ウェブサイト『ＪＩＣＡ
関西「人」明日へのストーリー』（https://www.jica.go.jp/kansai/
story/index.html）でご覧になれます。

Ｊ
ジ ャ イ カ

ＩＣＡ関西からインタビューを受けました


